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(極光)

境   寛
高校山岳部を通して長い間、山歩きをしてきました。そのなかでもチ

ベットのニンチェンタ

ングラのチズⅡ峰 5500m氷河で見た満天の星空に大きな感動を覚えたのですが、その折に友

人と話をしているうちに、天空の現象でオーロラの話になりどのようなも
のか、一度は見たい

ものだとずつと思い続けてきました

それ以来、一度はオーロラを見たくなりいろいろ調
べるうちにただ南北極地どこでも見られ

るものでないこと。オーロラは両極の緯度 20～25度 (オーロラベルト)で見られること。ま

た太陽から吹き出される電気を帯びた粒子が、地球を取り巻く磁場に捕らえられ両極付近
の大

気中に飛び込むときに起こる現象であるらししヽ 地上 1∞ kmから7-800k mの高度に現れる。

したがって、気象現象である雨や雪、曇り空の下では当然見られないので、快晴である
ことが

必須条件である。 (ただうす曇の裏でオーロラが乱舞するのを見ることが出来る。)南極、行

くことは一般的に難しいので、北欧、アラスカ、カナダなどが、観光案内によく出
ている。こ

れらのことを考えて見ると、太陽活動が激しく活動する時期に、多く見られるらし
い。ところ

が太― は大体
11年周期で激しく活動することが知られている。これが2001～ 2年で

あるらしい。また、オーロラ自体はそれほど明るくないので、新月の前後がよ
いこと。当然夜

の時間が長い冬そして晴天率が高いという観測の条件がそろつている場所を探した所、カ
ナダ

のイエローナイフがよいのではと2∞1年 12月 下旬にいよいよでかけました。

当然ながら、自然条件が相手であるので十数万円を出して行つても、見られる保障
がゎるわ

けではないのですが '・ 。・。カナダのバのバンク
ニパー、エドモントンを乗り継ぐことごとに厳

重なセキュリティーチエック (ちようど9.11のテロの後)を受けながら、や
つとイエローナイ

フに着陸という寸前、機内のライトが消され機長のアナウンスがあり右窓を
のぞくとカーテン

状のオーロラが見えるではありません力、なんともラッキーと思い

ながら、この後もう見られないのかという、不安にかられながら宿

舎に入りました

イエローナイフの郊外へ、-30度の気象に備えた防寒具を身につ

けカメラを携えオー●ラ観測に向かいました。これがなかなか大変

で深夜 11時から3～4時まで=20～
30度の中で、出るかどうか分

からないオーロラを、空を見上げて待つのです。しかし私は大変ラ

ッキーなことに4日間のイエローナイフ滞在中毎日見ることが出来

ました。そこで見たオーロラは、薄い緑色のカーテン状のものから

オーロラの爆発で全天に乱舞するオーロラまで大いに満喫しました

、ビ白ぶの各

１
■



■
■
ロ

実施日 :

参加者 I 守 ロ 北 岩田

担 当 :  岩田  北
今年は、彼岸花の開花が少し遅れているようで心配しておりましたが、葛城古道の道す

がら所々真っ赤な姿を見せてくれました。御所市で自然景観の構成に目を向け、「緑のオア

シス」と成つている巨木、巨樹に着目され市全域の幹周り2M以上の調査を2003年 ～
2006年 の期間に行い、『御所の巨樹たち』をまとめられた「この本何の本 ?」 調査隊 隊
長 甲斐野幸一氏の案内で、葛城古道周辺の巨木(巨樹を観察しながら歩きました。 10
時 16分発のバスに参カロ者全員乗車、東佐味で下車大川杉の観察に行きました。田畑の中
で威風堂々とした樹形をした 1本杉に全員圧倒されました。秀吉、終戦の時の大がかりな

伐採の難を逃れ、樹下を流れる清流に水を貰い、幹周り6.lmの 元気な姿は、一見の価
値は十分あります。細井湧水に立ち寄った後、高鴨神社に足を運び昼食、この神社は鴨族

の氏神で有名ですが、ユズリハ、スギ、アラカシ、スダジイなどの巨木も見事でした。道

すがら川辺に植えられたケヤキは昔道案内の標識の役目をしていたことを教わりながら高

天彦神社へ、参道の左右のスギの巨樹に混じつてヒノキが 1本ありました。これも説明し

てもらわなければ判らなかつたことでしょう。森村邸庭内のケヤキ、橋本院のカヤ、住吉

神社でケヤキ、高木神社でムクノキなどを観察しながら長柄の祇園社に到着、大きな空洞

(ほ ら)を抱かえながら懸命に生きるケヤキに感動しました。長柄神社ではケヤキ、ムク
ノキの巨木に出会い、脇を流れる小川の存在が長きに渡つて元気に生きる原因であること

に納得しました。葛城古道散策はここで終え、帰途、鴨都波神社で御神本となつているイ

チイガシがこo木本来の樹形を保ち天空へ思い存分枝を広げている姿を観察し解散しまし
た。

*:今回彼岸花咲く葛城古道の散策と違つた古木、巨木の観察が主になりましたが、それぞ

れの本々が歴史を持ち、現在の我々に何かを訴えているようで、考えさせられることが

多々あり大成功だと思いました。

*葛城古道も一言主神社、九品寺など今回行けなかつたところへ、本々の観察をふまえて
是非訪れたいと思います。

*最後に今回お忙しい中、ご案内していただきました甲斐野様にお礼を申し上げますとと
もに、今後又このような観察の機会の労をとっていただきますようお願いいたします。

9月例会「葛城古道と彼岸花」 実施記録

9月 21日 (金) 天候 : 晴れ
9名  川井  弓場  甲斐野  平塚 (等)林

石井和子 (ビジター)

北 紀 英

2



(10月 擁会) 近つ飛鳥 太子町を巡る

川井 秀夫

当会の例会が県境を越えて、全コース他府県となったのは初めてのことであり、歴史と

文化に重点を置く企画も、新 しい試みとなりました。

秋、爽やかな好日に恵まれ、語り部に町役場の教育委員会から生涯学習担当の鍋島 隆宏

氏 (考古学 研究家 )を迎え、簡単なオリエンテーションのあと、上の太子駅を起点としてヨ

ーイドン。

太子町は二上山に連なるなだらかな丘陵が囲み、聖徳太子の故事・ 史跡が多くこの名が

あるが、古代には「飛鳥」の呼び名あり、蘇我氏の支配した磯長谷 (シ チョウダニ)一帯

を「近つ飛鳥」といい「王陵の谷」とも呼ばれている。

若い鍋島さんの話り部にぐいぐい引っ張られ、 6世紀から7世紀にかけて、飛鳥文化形

成の中枢にあった蘇我氏族の墳墓、血縁の天皇陵、また河内源氏の頭領・ 小野妹子の墓所

石川五右衛門の伝承地等々、巡り巡って 15ヶ 所。現代感覚で言えば一人霊園の趣てある。

推古陵・ 敏達陵・ 用明陵・孝徳陵はさておき、源 頼信・頼義・ 義家・小野妹子の偉大

な墓所にびっくり。 (当時は土地が安かったのかなぁ)

古墳群では後円墳と後方墳の違いを勉強。 (仏教伝来までは庶民の墓は無 くハカナイ時

代だったな― )

五右衛間が追われて故郷に逃げ延びた際、休んだ石が路傍にあリドジを踏んだ腹いせに

拳で殴った凹みがある。 (伝承とは言え、拳で凹みができるのはまゆツバ、キセルの雁首

で叩いたのだろうか。ロマンがある。 )

私は思う。幾つかの史跡をみて、必ず叢林があり、巨木、古木が残されている。自然保

護・ 環境保全に文化遺産の重要性を改めて感 じたものである。

景観に目を移せば、柿の実が、蜜柑が色づき二上・ 葛城・ 金目の山容が迫 り、秋の日本

の風景が疲れを療 してくれた一日であった。 (山景色は奈良側から見るものですぞ )

最後に聖徳太子の磯長墓のある叡福寺を参詣。縦列に母と妻と三層の御廟が墳の石室に

通 じる珍 しい造 りになっている。法然の流れを汲む「時宗」の一遍上人が念仏を唱えたと

記録されており、国家神道と仏教の接点が存在する史実が面白い。ここが「上の太子」と

呼ばれるが、因みに「下の太子」は勝軍寺と言って八尾市にある。

渡辺さんの話り部に大拍手。古川 裕司氏・ 岩田 利秋氏に感謝。

て緑の下のサポー トをしてくれた岩田さん。 ご苦労さんでした。

健脚の皆さん、何故か 11月 (奥飛鳥)12月 (平群 豪族の里〉
の企画が続きます。

締めの一句

お会いしましょう。ご参加お待ちしており数
頬

とりわけマイクを持 っ

と歴史と古代ロマン

ます。

秀 夫みちの墳の語り部秋日濃し
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《10月例会報告》
「近つ飛鳥と叡福寺を訪ねるJ

～サえ由考屯ヤ畿景各■織を理ろ春虫ヤ白ム lζ餞れる～

10月 16日 (火)天候 :晴  日中の気温は23度とやや高いが、秋色に彩られ
た太子町の里で自然と歴史を探訪するには絶好の日和となつた。

参加者は 17名 [板橋、川岸、小森、豊田、西谷、平塚、宮澤、八尋、弓場 (京 )、
川井、小嶺、北、豊島、林、守日、古り||、 岩田休1)]

会長の挨拶の後、今回の案内と解説をお願いした太子町教育委員会生涯学習課の鍋

島さんから、古道「竹之内街道」と「近つ飛鳥」についての明快なブリーフィングを

いただく。歴史がテーマということで、日頃から歴史に興味をもたれている会員の参

加もあつて、期待ムードが盛上る。

10時 30分出発、なだらかな丘陵地に点在する史跡を時計の逆回りにたどる。
山背大兄王子の墓といわれる御領山古墳、4世紀後半の前期古墳の九流谷古墳、壺井
八幡宮の千年大楠に感嘆し、源氏 3代の墓から敏達天皇陵を経て葉室公園へ。葉室古
墳群は天皇家に仕えた豪族の墓、磯長谷の南側の丘の斜面に遠望されるのは渡来人の

一須賀古墳群。中心に推古・孝徳・用明・聖徳・敏達の梅鉢形の五つの陵と続く。

古代、大陸の文物が往来した竹之内街道と大和屋根の旧家山本家、さらには伝 0小

野妹子墓、伝・蘇我馬子墓、伝・蘇我石川麻呂墓などこの地ならではの伝承にまつわ

る遺跡も多い。フィナーレの叡福寺にある聖徳太子御廟はまさに圧巻。2重の結界石
に守られている円墳で入リロは3重の破風のある廟堂が覆う。古来より太子信仰の聖
地として空海、親鸞などの高僧が訪れている。弘法大師が発見されたという太子の遺

言の石碑に接して感激する。

以上、盛り沢山のコースだつたが、頑張つて無事一周。叡福寺で記念撮影して解散。

万歩計は 13キ ロと表示していた。 予定通り 16時解散。

(担当者の所感〉

叡福寺を中心に東西 2キロ、南北 3キロという比較的こじんまりとした磯長谷扇状

地には、4世紀から7世紀にかけて多くの古墳群が点在している。その構成は、中心
に聖徳太子の墓所と同時代の天皇陵の五つの陵墓があつて、その南側に大和政権を支

えた豪族の首長の古墳が位置する。さらに谷を挟んだ斜面には大陸系の先進技術者集

団の有力家族の古墳群が位置づけられている。

今回の観察会は、これらを一日で、「見て、開いて、考える」という欲張つた企画

で、行程はいささかハードだつた。幸い鍋島さんから史実の解説に止まらず、地元の

伝承の類も丁寧かつ良心的にご説明いただいた。お蔭で古代の歴史への想いの翼をお

おいに拡げる事ができ、また太子町の歴史の濃さを感じた一日だつた。ここに太子町

担当 岩田・古り||
(文責 古り|1祐司)

教育委員会 鍋島隆宏さんに改めてお礼申し上げたい。



1日 時

2参加者

「なら山里山林」芋掘り大会

10月 14日 (日 )晴 一時曇り 気温 23・ C

37名

曼珠沙華茎一本の散華かな 秀  夫

9月 例会。葛城古道。高温が続き旬には少し早かった

それにしても祖霊に仏花の赤が日本人の心を刺す。

今年 3月 から奈良県の古都景観保存法に基づき、新しい受託事業として奈良の中心地に

程近い奈良坂 。なら山の一角で整備作業を始めました。

手初めに荒れ地を開墾、畑作第一号として、さつま芋 500本 を裁培し、この秋の収穫

となり、出来は上々、会員各位のご家族を対象に初めてのエベント行事となりました。

お孫さん、生協の方々の参加もあり、子供さんには竹伐り体験、栗拾い、昆虫取りと野

遊びを楽しんでいただき、焼き芋の味に小さな歓声があがるなど、盛況であつた事をご報

告致します。当日の参加者、スタッフの方々、ご苦労さんでした。

この地における活動も、 11月 から本来の雑木林の整備に入ります。竹叢・コナラ林

の間伐。畑作の継続、お花畑の拡充、植樹、旬の採果 (柿
。梅 。栗・桑)も楽しみの一つ

です。それぞれの価値観で自分の居場所にお出掛け下さい。ニユー カマー (新しい参加 )

大歓迎です。自由空間でご一緒に一汗流しましょう。

lll井  記

″f汐 `ε17///fデシ 小田 久美子

今年の夏は長～い暑さで体調不良の方も多かったと

思いますが、いよいよ秋が深まり和1葉前線 tiゆっくり

ながら南 下しています:カ モたちもぼちばち姿を見せ

始めました.ま だ羽がエクリプスの雄が多くて、鳥見

を始めたばかりのプ、には皆んな1司 しカモ :こ見えてしま

いますが、お洒落な羽に整い始めた雄が 「ねぇ、お茶し

ない|」 と雌にナンバ?を 仕掛 :す 始め水辺 |ま ざわざわしてい

ますフ 本々も葉を落とし始めました、さぁこれからがウォッチング最適の季節です。 寒
さ対策を乃全にお出かけドさい。 色んなカモが見られる場所を何筒所かメモしておきま
す。「平城 1日跡北水 L池」「崇神天 li4稜」「橿原神宮深田池」「大和川」「長谷ダム」お尋ねが

あれば貴方の近く(近畿圏)の ホイントをお知らせ致します。
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